














課題・方針・措置対照表

目指すべき
将来像

基本方針
基本方
針内容

課題 方針 担当 事業内容 行政
文化財
所有者

住民
関係団体

有識者
専門家

事業者
新規
事業

前期（４年間） 後期（４年間）

１ １-１文化財を総合的に把握する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ ・市内仏教美術調査 博・文 市内社寺に所蔵されている仏教美術品の悉皆調査を行う。 ◎ 〇

２ ・未指定文化財の現状把握調査【新】 文
地域計画作成にあたってリストアップした未指定文化財について、地
域の文化活動団体と連携して現状把握を進める。

◎ 〇 〇 ■

３ ・近世社寺の調査【新】 文 市内近世社寺の建物についての調査を行う。 ◎ 〇 ■

４ ・埋蔵文化財分布調査の実施 埋 埋蔵文化財の分布調査を行う。 ◎

５ ・戸隠竹細工調査
文・博・
支所

県の伝統工芸品に指定されている戸隠竹細工の歴史民俗的調査を実施
する。

◎ 〇 〇

６ ・文化財総合データベースの整備
文・博
宝・埋

文化財の総合データベースに、把握調査で得られた文化財情報を順次
登録していく。

◎ 〇

１-２文化財を研究し価値づける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７ ・博物館、宝物館等での展示研究事業 博・宝 文化財の調査研究に基いた、特別展・企画展を実施する。 ◎

８ ・文化財の収集、整理 博・宝
松代文化財ボランティアの会や博物館友の会と協働して文化財の収集
及び収蔵資料の整理、目録化を行う。

◎ 〇

９ ・ながの祇園祭祭礼調査 博・文
ながの祇園祭の歴史民俗的調査を専門家や外部研究機関と連携して実
施する。

◎ ◎

２ ２-１文化財を適切に維持管理する

１０ ・文化財所有者管理者研修会 文 文化財所有者管理者を対象とした研修会を毎年開催する。 ◎ ○

１１ ・文化財所有者意識調査 文 文化財所有者・管理者研修会でアンケートを行う。 ◎

１２ ・文化財パトロール 文 長野市文化財保護協会と連携した文化財パトロールを実施する。 ◎ ○ ◎

１３ ・保存活用計画の作成 文 指定文化財の保存活用計画を作成する。 ◎ ○

１４ ・真田宝物館施設整備【新】 文・宝 真田宝物館の展示室及び収蔵施設の整備を行う。 ◎ ■

１５ ・博物館収蔵施設再編に向けての検討【新】 博
適正な収蔵環境が維持できるよう、市内各所に散在する博物館の収蔵
施設の再編成と施設の整備を検討する。

◎ ○ ■

１６ ・各団体をまとめる窓口設置の検討【新】 文・博
各自独自で活動している団体の横のつながりを図るために窓口の設置
を検討する。

◎ ◎ ■

１７ ・文化財保護行政に寄与する団体に対する支援 文・宝
長野市文化財保護協会、松代文化財ボランティアなど文化財保護行政
に寄与する団体に対して補助金を交付する。

◎ 〇

１８
・博物館等文化施設のボランティア、友の会活動の
　支援

博・宝
博物館友の会および、松代文化財ボランティアの会の活動の支援を行
う。

◎ 〇

１９ ・文化活動団体把握アンケート【新】 文 文化活動団体を対象とした定期的なアンケートを実施する。 ◎ ■

２０ ・郷土史研究者等との連携【新】 文・博 郷土史研究者等との連携を進める。 ◎ ◎ ■

２１ ・文化財の記録保存調査 文・博 滅失が危惧される文化財の記録保存調査を行う。 ◎ 〇

２２
・無形文化財、無形の民俗文化財の映像記録化及
　び公開【新】

文・博 無形文化財や無形の民俗文化財の映像記録作成を行う。 ◎ ■

２３ ・埋蔵文化財緊急発掘調査 埋 埋蔵文化財緊急発掘調査を実施する。 ◎

２-２ 文化財を適切に修理する

２４ ・国史跡大室古墳群の保存整備事業 文・埋 大室古墳群の保存整備を進める。 ◎

２５ ・国史跡松代城跡の保存整備事業 文 松代城跡の保存整備を進める。 ◎

２６ ・指定等文化財修理補助事業 文 指定等文化財修理事業に補助金を交付する。 ◎

２７ ・国登録文化財への支援の検討【新】 文 国登録文化財への支援を検討する。 ◎ ■

２-３ 災害や盗難等に備える

２ ・未指定文化財の現状把握調査【新】（再掲） 文
未指定文化財について地域の文化活動団体と連携して現状把握を進め
る。

◎ 〇 〇 ■

２８ ・防犯パトロール体制の強化 文
長野市文化財保護協会、県教育委員会による定期的な文化財パトロー
ルを実施し、所有者・管理者の日常的な巡視によって毀損・盗難等を
早期発見できる体制づくりを進める。

◎ 〇 〇

２９ ・戸隠重要伝統的建造物群保存地区の台帳整備 文
戸隠重要伝統的建造物群保存地区内の伝統的建造物について整備され
ている台帳に、修理履歴や所有者情報の更新を適切に記載する。

◎

３０ ・地域の文化財防災マニュアル作成 文 戸隠伝建地区の防災マニュアルを作成する。 ◎ 〇

３１ ・文化財防災訓練の実施 文・消防 文化財防火デーほか定期的な防災訓練の実施を促す 〇 ◎

３２
・文化財所有者・管路者向け文化財防災チェック
　リストの作成【新】

文
「長野県文化財防災マニュアル」に準じ、耐震対策を含めた文化財防災チェッ
クリストを作成し、文化財所有者・管理者の防災意識を高める。 ◎ 〇 ■

３３ ・文化財ハザードマップの作成【新】 文
市の防災マップ等で確認できる防災情報と文化財分布を重ね合わせた
文化財ハザードマップを作成し、被災の危険度を可視化させる。

◎ 〇 ■

３４ ・善光寺の防災防犯設備整備 文 善光寺の防災防犯設備の整備を支援する。 〇 ◎

３５ ・旧横田家住宅の防災施設整備 文 旧横田家住宅の防災施設を整備する。 ◎

３６ ・戸隠重要伝統的建造物群保存地区の防災対策 文 戸隠重要伝統的建造物群保存地区の防災対策を行う。 ◎ 〇

３７ ・被災文化財保全活動の支援 博 長野市立博物館での被災文化財保全活動の協力支援を行う。 ◎ ○

３８ ・災害時文化財レスキュー体制の構築【新】
文・博・
宝・埋・

長野県文化財レスキューネットやヘリテージマネージャー協議会等と
連携した協力体制を構築する。

◎ ○ ■

３ ３-１文化財を学ぶ機会を充実させる

３９ ・学芸員出前講座
文・博・
宝・埋

公民館や各団体へ学芸員を講師として派遣する。 ◎

４０ ・出張展示 博・宝 公民館や図書館等への出張展示を行う。 ◎

４１ ・小中学校教育との連携推進事業
文・博・
宝・埋

学校への講師派遣や、博物館施設等での社会科見学受入れ、教材とし
ての資料貸出などを行う。

◎

４２ ・教員と連携した文化財に関する教材開発【新】 文 教員と連携して授業に使う文化財教材を開発する。 ◎ ◎ ■

４３ ・地域と教員の連携支援【新】 文 地域と教員を結ぶコーディネーターの設置を検討する。 ◎ ◎ ■

〇公民館や図書館等と連携して、市民が文化財につ
　いて学び、携わることができる機会を充実させ
　る。

○教員と連携して文化財の教材化を進めるほか、小
　中学校において、地域の歴史や文化について子ど
　もたちが学ぶ機会を充実させる。

〇文化財の経年劣化に対して適切な修理修復を行
　い、文化財の価値の減滅を防ぐ。

●文化財の保存のためには修理
修復が不可欠だが、修復に多額
の費用がかかるため、計画的な
実施が難しい。

●災害や盗難等の滅失を防ぐた
めにも文化財の現況を把握して
おく必要があるが、行政だけでは
手が回らない。

●防災、防犯対策のために所有
者管理者の防災、防犯意識を高
める必要がある。

●歴史的建造物等についての防
災・防犯対策が指定等文化財で
あっても不充分である。

●災害が起こった時に組織的に
動ける文化財レスキュー体制を
整える必要がある。

〇平時において文化財の所在や現況を把握し、地
　域住民と情報の共有化を図り、定期的な状況確
　認に努める。

〇指定等文化財の防災・防犯に関する計画マニュ
　アルの作成、訓練の定例実施などにより、防災
　・防犯意識の啓発を図る。

〇防災や防犯上のリスクを想定し、それらを防ぐ
　ための設備を整備する。

〇文化財の滅失を防ぐため、災害時に組織的に動
　ける文化財レスキュー体制の構築や、被災文化
　財保全活動への支援を行う。
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●文化財の所有者・管理者の間
で文化財の維持管理に対する意
識に差が見られる。

●文化財を収蔵する博物館等施
設の老朽化等により適正な収蔵
環境を維持することが困難に
なってきている。

●文化財の日常的な維持管理の
担い手が少子高齢化により減少
しつつあるため、担い手の範囲を
拡大する必要がある。

●担い手不足により継続が危ぶ
まれている無形文化財や無形の
民俗文化財の記録保存を図る必
要がある。

●土地開発による遺跡の滅失に
対応するため記録保存を取る必
要がある。

（事業の実施期間）（取り組み主体）

措　置

※担当欄の略（文＝文化財課、埋＝埋蔵文化財センター、宝＝真田宝物館、博＝博物館、まち＝まちづくり課、観光＝観光振興課、文芸＝文化芸術課、支所＝戸隠支所(措置5・69)・松代支所(措置64)）

●社会教育の場面で文化財を学
ぶ機会を今以上に増やしていく
ことが求められる。

●学校教育の中で子どもたちが
文化財に触れる機会を増やすた
めに地域の文化財を教材化する
など、学校と連携を図る必要が
ある。

●市内にある膨大な文化財を把
握するためには、地域の研究団
体等と連携して把握調査を進め
る必要がある。

●指定等文化財や、把握調査で
得られた文化財の情報も含めて
管理・公開するには文化財情報の
デジタル化とデータベース整備
が必須である。

●指定等文化財や、未指定文化
財、及び博物館等の収蔵資料の
価値や実態については、不明な
点が多いため、研究を通して価値
や実態を明らかにしていく必要
がある。

●文化財の適正な価値づけをす
るために外部有識者と連携した
研究も必要である。

〇「長野らしさ」を明らかにするため、分野やテ
　ーマごとの把握調査を市内の文化活動団体と連
　携を図りながら進めていく。

〇文化財情報のデジタル化の推進と公開を通して、
　市民との継続的な情報の共有化を図る。

〇文化財の基礎研究を継続的に行い、適切に価値づ
　けたものを展示公開等により市民と共有するとと
　もに、長野市の歴史文化を理解するために必要な
　文化財について、博物館等において収集する。

○重要な文化財については外部有識者とも連携し
　て、より専門的な研究を行い、学術的価値等を明
　らかにする。

〇文化財の所有者・管理者が、文化財の日常的な
　維持管理を適切に行うとともに、その保存状況を
　定期的にモニタリングし、文化財の価値の減滅
　を未然に防げるよう支援する。

〇文化財を継続して適切に保存できるように、収
　蔵施設の整備を行う。

〇文化財の保存や郷土史研究に関わる団体、個人
　との連携を推進し、文化財の維持管理の担い手
　を拡大させる。

〇無形（民俗）文化財や滅失が危惧される文化
　財を記録として保存する。

○開発行為に対して、対象地が埋蔵文化財包蔵
　地である場合は発掘調査を行い、遺跡の記録
　保存を行う。
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課題・方針・措置対照表

目指すべき
将来像

基本方針
基本方
針内容

課題 方針 担当 事業内容 行政
文化財
所有者

住民
関係団体

有識者
専門家

事業者
新規
事業

前期（４年間） 後期（４年間）

（事業の実施期間）（取り組み主体）

措　置

※担当欄の略（文＝文化財課、埋＝埋蔵文化財センター、宝＝真田宝物館、博＝博物館、まち＝まちづくり課、観光＝観光振興課、文芸＝文化芸術課、支所＝戸隠支所(措置5・69)・松代支所(措置64)）

３ ３-２ 文化財についての情報発信の充実

４４ ・文化財総合ポータルサイトコンテンツ整備事業
文・博・
宝・埋・
観光

文化財総合ポータルサイトを開設し、コンテンツを充実させる。 ◎

４５ ・説明板等の設置、改修 文
指定等文化財所在地に標柱・説明板等を整備するとともに、QRコード
を活用して多角的な情報発信を行う。

◎

４６ ・博物館等での文化財調査結果の展示【新】
博・宝・
埋

地域に根差したテーマに基づき、博物館、宝物館等での展示公開及び
公民館等での出張展示を実施する。

◎ ■

４７ ・展示図録等の刊行 博・宝 博物館、宝物館等で一般向け刊行物を発行する。 ◎

４８ ・地域の文化活動団体刊行物の情報提供【新】 文 地域の文化活動団体がまとめた刊行物情報を把握し、広報する。 ◎ ■

４９ ・多言語解説拡充整備 博・宝 博物館、宝物館等での多言語解説を拡充させる。 ◎

５０ ・地域計画の周知、計画の進捗状況の発信【新】 文
文化財総合ポータルサイト上などで地域計画の概要、事業の進捗状況
を発信し、地域計画の周知と計画への参加を促す。 ◎ ■

３-３ 文化財を活かした文化観光を推進する

５１
・文化財ガイド人材の育成及び、プロガイド養成
  の検討【新】

観光・文
長野市ガイド協会と連携し文化財の魅力を十分に伝えることができる
ガイド人材の育成支援を行う。

〇 ◎ ○ ○ ■

５２ ・来訪者アンケート 博・宝
観光客のニーズを把握するため、博物館、真田宝物館等文化施設で来
訪者アンケートを実施する。

◎

５３
・文化財を活用した体験型観光コンテンツの開発
　支援

観光・文
民間が実施しているガイド協会案内と精進料理ツアー、山城ツアー、
古戦場クイズ、真田邸でお弁当等のコンテンツを支援する。

◎ ○ ○ ○

５４
・歴史文化や景観、伝統工芸の保存に寄与する活
　動の観光コンテンツ化

観光・文
茅刈り体験など、文化財の保存に必要な材料調達の活動を体験型の観
光コンテンツとして取り込む。

◎ ◎ ○

５５
・市内文化財周遊促進のための観光ルートやガイ
　ドマップ作成支援【新】

観光・
博・文

ジオサイト（市内の特異な地形・地質等が観察できるポイント）の周
遊コースを観光協会と連携して設定する。

◎ ◎ ■

５６
・鬼無里観光協会と連携した鬼無里地区の周遊促
　進

観光・博
鬼無里地区のフットパスコース、eバイクコースに鬼無里ふるさと資料
館を取り入れる。

◎ ◎

５７ ・民間の文化財活用活動支援 文
絵解きの口演や歴史的建造物を舞台とした公演といったコンテンツ開
発の支援をする。

○ ◎ ◎ ◎

３-４ 文化財を活かした歴史まちづくりを推進する

５８
・地域団体等と連携した文化財を軸としたまちづ
　くり【新】

文
文化財に関わる様々な立場の人たちが話し合う場を設定し、そこから
生まれた様々な事業の支援を通して地域を活性化させる。

◎ 〇 〇 〇 ■

５９ ・文化財を核にしたまちづくりの推進 文
サービス提供施設として、松代城跡（国史跡）や寺町商家（市指定）
など文化財の整備を推進する。

◎ 〇 ◎

６０ ・伝統環境保存事業 まち・文
長野市伝統環境保存計画で設定した伝統環境保存区域内の景観に資す
る建築物の修理・修景工事に対し補助を行う。

◎

６１ ・景観重要建造物修理助成事業 まち・文
景観法に基づく景観重要建造物の保存修理に要する経費に対し、助成
を行う。

◎

６２ ・歴史的風致形成建造物修理助成事業 まち・文
歴史的風致維持向上計画で設定した重点区域にある、歴史的風致形成
建造物の保存修理に要する経費に対し助成を行う。

◎

６３ ・無電柱化、道路美装化による歴史的景観整備 まち 歴史的景観整備のため無電柱化、道路美装化を行う。 ◎

３-５文化施設の持続可能な活用マネジメント

６４ ・真田宝物館建て替えの検討【新】
博・宝・
観光・
支所

松代の文化拠点である真田宝物館のリニューアルを検討する。 ◎ 〇 〇 ■

６５
・戸隠地質化石博物館とそば博物館との連携の検
　討【新】

博・観光
戸隠地区内にある戸隠地質化石博物館とそば博物館相互の利用促進を
図る。

◎ 〇 ■

６６ ・博物館再編事業【新】 博 長野市立博物館の分館・付属施設の再編について検討する。 ◎ 〇 ■

４ ４-１文化財の担い手を育成

６７ ・団体の活動や用具の修理等に関する補助 文芸 伝統芸能団体の活動や用具の修理等に対し補助金を交付する。 ◎ ○

６８ ・伝統芸能の発表機会の提供 文芸
伝統芸能こどもフェスティバルやながの獅子舞フェスティバルを開催
する。

◎ ○

６９ ・伝統工芸継承支援
文・博・
支所

戸隠竹細工の工芸継承を支援する。 ◎ ○

７０ ・文化財の担い手についての把握調査【新】 文
文化財に関わるいろいろな立場の人たち（所有者・参加者・来訪者
等）を定量的に把握するための調査を実施する

◎ ■

７１ ・文化財の担い手となる市民、団体の育成 博・文
教員向けの地域の歴史や文化財の研修等、文化財の担い手となる市
民、団体を育成する

◎ ○ ○

７２ ・文化財に携わる職人の活動支援の検討【新】 文
文化財を支える職人に焦点を当てた、SNS等による情報発信などを検討
する。

◎ ○ ■

７３ ・文化財修理に関わる技術者の把握と連携【新】 文 文化財修理に関わる技術者を把握し、連携を図っていく。 ◎ ○ ■

４-２文化財の継承に必要な資金・資材調達の仕組み
をつくる

７５ ・文化財修理に必要な原材料の確保支援 文 屋根材調達のため、戸隠茅場整備事業を実施する。 ◎ ○

４-３文化財の継承に必要な専門人材との連携を強化
する

７６ ・文化財の保存活用に関わる団体との連携強化
文・博・
宝

文化財保護協会、ヘリテージマネ－ジャー協議会、信州資料ネット等
との連携をこれまで以上に進めていく。 ◎ ◎ 〇 〇

７７
・歴史的建築物の活用ノウハウを有した企業との
　連携

文 歴史的建築物の活用ノウハウを有した民間企業との連携を進める。 ◎ ◎

●文化観光を推進している松代、
善光寺、戸隠地域だけでなく、市
内各地域において、それぞれの
歴史文化的特性を生かしたまち
づくりの将来像を、関係者皆で検
討し再構築する必要がある。

●まちづくりの核となる文化財
が経年劣化等により価値が減じ
ないよう、定期的に修理修景を
行う必要がある。

〇伝統芸能や伝統文化を次世代に継承する事業への
　支援を行う。また、次世代の担い手となる子ども
　たちを含め、多くの市民が伝統芸能に触れられる
　機会を提供する。

〇伝統技術継承のための事業を支援する。

〇文化財を保存・活用していく人材の確保に努め
　る。

●伝統芸能や伝統技術を次世代
に継承するためには、活動の継
続が保証され、後継者の育成が
図られる環境を作ることが必要
である。

●社会環境の変化による文化財
の担い手不足に対応するため、
所有者だけでなく地域で文化財
を担っていく体制を作る必要が
ある。

●歴史文化の拠点となる文化施
設の魅力を向上させ、利活用を
これまで以上に促進させる必要
がある。

〇歴史文化を伝える場として、文化施設のより一
　層の活用を図る。

◎ 〇 〇
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光
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○文化財に通じた観光のプロガイド育成を支援し、
　来訪者への案内を充実させるとともに、観光ニー
　ズの調査も実施する。

○観光客が文化財の魅力を深く感じ、継続して訪れ
　るような文化観光コンテンツの開発を支援する。

〇観光事業者や民間の文化財活用団体等と連携し、
　関連文化財群を基本として市内各地域の歴史や
　文化を活かした持続性のある文化観光を推進す
　る。

　

●文化財の保存に必要な資金・
資材の不足が生じているが行政
の補助だけでは限界があるた
め、行政による補助以外の資金
や資材調達の検討が必要。

●文化財のうち建造物の修理修
復にあたって、専門的な技術を持
つ人材を確保する必要がある。

〇文化財の継承に必要な専門的スキルをもつ団体等
　との連携強化を図る。

〇文化財を継承していくために必要な資金や資材
　の調達を図るとともに、恒常的な仕組み作りを
　検討する。

文
化
財
が
継
承
さ
れ
る
仕
組
み
を
作
る

歴
史
文
化
の
魅
力
を
伝
え
活
用
す
る

●観光客が文化財の魅力を深く
感じることができるような観光
の在り方を検討する必要がある。

●個々の文化財をつなげるス
トーリー作りや、観光客が魅力に
感じるコンテンツの作成を事業
者と連携しながら進めていく必
要がある。

●博物館の展示公開事業や市の
所蔵文化財に関する情報を積極
的に発信し、市民が文化財を学
ぶ機会を増やす必要がある。

●博物館や市内の文化活動団体
の文化財調査の成果を広く市民
に周知する必要がある。

●訪日外国人が長野市の歴史文
化に触れあう機会が少ない。

●地域計画作成後に、計画の内
容を広く市民に周知していくこと
が求められる。
　

・ふるさと納税等寄付金による資金調達７４ 文
ふるさと納税活用による史跡整備、竹細工調査事業など、その魅力で
資金調達ができるほどに文化財の磨き上げを行う。

「
長
野
ら
し
さ

」
を
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え
る
文
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史
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〇文化財を活かして地域の魅力を高める歴史まち
　づくりを関係団体と連携しながら推進する。

〇歴史的建造物の修理や周辺建物の修景、道路の
　無電柱化や美装化など、地域の魅力を高めるた
　めの事業を実施する。

〇デジタル化した文化財情報や展示公開事業の情
　報をインターネットやSNS等を活用して発信して
　いく。

〇博物館や市内の文化活動団体が行う文化財調査
　の成果をインターネット等を活用して発信して
　いく。

○訪日等で文化施設を訪れる外国人に展示等を通
　して市内の文化財を紹介できる環境を整える。

○地域計画の内容を広く市民に周知する。



目指す
べき将
来像

課題 方針 担当 事業内容 行政
文化財
所有者

住民
関係団体

有識者
専門家

事業者
新規
事業

前期（４年間） 後期（４年間） Ｒ６年度実施状況

１ ・野外観察会の実施 博
戸隠や信州新町など現地で見ることのできる地層等の観察会を実施す
る。

◎

２ ・構成文化財群の魅力発信事業の実施【新】 博
市域に点在する構成文化財（露頭・景観や収蔵品など）をつないで魅
力を発信する。

◎ 〇 〇 〇 ■

３ ・フィールドワークの実施 博 市域に所在する露頭などを対象に地質調査を行う。 ◎ 〇 〇

４ ・収蔵地質資料の調査研究と整理【新】 博 収蔵資料の調査研究による地質資料の再評価と整理を行う。 ◎ ■

５ ・博物館収蔵品のレプリカ作成 博 収蔵品を広く利活用するためレプリカを作成する。 ◎

６ ・文化財を活用したグッズ開発の検討【新】 博
博物館収蔵の地質鉱物資料や露頭などを活用したグッズ開発を検討す
る。

◎ 〇 〇 ■

７ ・SNS等を活用した情報発信 博 戸隠、信州新町博物館のHPの受有 ◎ 〇

８
・収蔵品データベースの充実とHPのアクセシビリ
　ティの向上

博
収蔵品のデータベースへの登録を進め、多くの人がアクセスしやすい
ようなHPを作成する。

◎ 〇 〇

９ ・市民参加の推進 博
博物館収蔵資料の整理や調査を行うボランティアや現地見学会のガイ
ドなどの市民参加を推進する。

◎ 〇 〇

１０ ・教職員への研修 博
野外観察会や、戸隠や信州新町博物館の学校利用を促進させるため、
教職員に対し研修を行う。

◎ 〇

１１ ・小中学校教育との連携推進事業 博
学校への講師派遣や、博物館施設等での見学受入れ、地質教材として
の資料貸出などを行う。

◎ 〇

１ ・埋蔵文化財分布調査 埋 埋蔵文化財包蔵地の範囲を確定するための調査を実施する。 ◎ 〇 〇

２ ・市内遺跡確認調査事業 埋 開発事業によらない、遺跡確認のための試掘・確認調査を実施する。 ◎ 〇 〇

３ ・資料の収集・整理・研究 埋 積石塚古墳文化に関わる資料の収集・整理・研究を行う。 ◎ 〇 〇

４ ・指定等文化財候補の選定 埋・文
遺跡・考古資料から、市指定史跡・有形文化財となる候補を選定す
る。

◎ 〇 〇

５ ・史跡大室古墳群整備専門家会議 埋
大室古墳群の整備について学術的な点から意見をもらう会議を開催す
る。

○ ○ ◎

６ ・大室古墳群管理事業 埋 大室古墳館の管理及び古墳群の環境整備を行う。 ◎ ○ 〇

７ ・史跡大室古墳群保存整備事業 埋 未整備の古墳を中心に大室古墳群の保存整備を行う。 ◎ ○

８ ・史跡大室古墳群保存管理計画の策定【新】 埋 大室古墳群の保存整備についての長期的な計画をたてる。 ◎ ○ 〇 ■

９ ・文化財保護への支援 文 補助金等の交付を通して、所有者の文化財保護活動の支援を行う。 ◎ ○

１０ ・地域の文化財の担い手育成 埋
地元の大室古墳群保存会の活動を支援するほか、より広い範囲での協
力者を開拓する。

◎ ○ ○

１１ ・収蔵スペースの確保 埋・博
空き施設の有効活用や新規建設等により出土資料の収蔵スペースの確
保に努める。

◎

１２
・博物館収蔵庫改修・特別収蔵庫の設置の検討
　【新】

埋・博
発掘出土品のうち、温度・湿度管理が必要な文化財を専用に収蔵でき
るような施設の設置を検討する。

◎ ■

１３ ・大室古墳群アクセス道路の整備 文
大室古墳群までの道が狭小で車のすれ違いもできない状況のため、見
学者を乗せたバスが通れるような道路を整備する。

◎ ○ ○

１４ ・関連文化財群に関する普及啓発 埋
文化財総合ポータルサイトや印刷物等で関連文化財群のストーリーや
構成文化財を紹介していく。

◎ 〇

１５ ・構成文化財の教材化の検討【新】 埋
社会見学のコンテンツとして史跡見学のパッケージ化や、教材として
の利活用の方策を検討する。

◎ 〇 ■

１６
・博物館常設展示の更新・拡充、及び企画展の開
　催

埋・博
S56年開館以降、ほぼ変わっていない常設展示の考古分野についてこ
れまでの発掘の成果を盛り込んだ展示に更新する。

◎ 〇

１７ ・ガイドマップの作成及びガイド人材の育成【新】 埋
大室古墳群の見学者に対応するガイドマップの作成やガイド人材を育
成する。

◎ 〇

１８ ・大室古墳群まつりの開催 埋 地元の保存会と協働して大室古墳群まつりを毎年開催する。 ○ ◎

１ ・川中島の戦い関連資料の収集 博 川中島の戦い関連資料の調査研究や収集・購入を進める。 ◎ ○ 〇

２ ・展示公開による情報発信 博 川中島の戦いについての研究成果を展示の形で市民等に発信する。 ◎ 〇 ○

３ ・博物館展示設備改修 博
常に適正な環境で文化財を公開できるよう、老朽化している部分の設
備改修を行っていく。

◎ 〇

４ ・川中島合戦文化財周遊コンテンツの作成【新】 博・観光 構成文化財を効果的につなぐ周遊ルートなどを作成する。 ◎ 〇 〇 〇 ◎ ■

５ ・川中島の戦い関連文化財紹介HPの新設【新】 博
文化財総合ポータルサイト内に川中島の戦いをテーマとした文化財紹
介コーナーを設ける。

◎ 〇 〇 〇 ◎ ■

６ ・教育機関向け学習コンテンツの開発【新】 博
構成文化財から川中島合戦と市域の中世を学べるようなコンテンツを
開発する。

◎ 〇 〇 ■

７ ・牧之島城跡の保存整備を進める【新】 文 来訪者が見学しやすいよう史跡の整備を進める。 ◎ 〇 〇 ■

（事業の実施期間）（取り組み主体）

③川中島の戦いと伝承

●川中島の戦いについては研究
蓄積が少ないため、発信する情
報が少ない。

●関連文化財群を構成する文化
財の総合的な情報発信ができて
いない。

●保存・活用の措置が講じられて
いない文化財が存在する。

○それぞれの文化財を適切に価値づけるため、
川中島の戦いについての調査研究を進める。

〇それぞれの文化財をつなぐストーリーを周知
させる。

○それぞれの文化財の現状に応じて保存・活用
の措置を講じていく。

※担当欄の略（文＝文化財課、埋＝埋蔵文化財センター、宝＝真田宝物館、博＝博物館、まち＝まちづくり課、観光＝観光振興課、文芸＝文化芸術課）

①大地の記憶　海だった長野

課題・方針・措置対照表

●埋蔵文化財の把握は開発事業
に因っている部分が大きく、開発
事業がほとんどない山間部では
範囲把握が不十分。

●調査された遺跡や出土した考
古資料について、半世紀近く史
跡や有形文化財の市指定案件が
出されていない。

●記録保存に伴う発掘調査完了
後、遺跡や出土品を歴史資料と
して活用するための調査・研究体
制が整っていない。

●外部の専門人材等との連携を
深めていく必要がある。

●国史跡大室古墳群については
規模が大きく、未整備の古墳も
多いため、長期間の整備事業が
求められる。

●指定文化財の古墳等を維持管
理する地元団体が高齢化し、日
常管理が難しくなっている。

●遺跡の調査記録、出土品など
を収蔵するスペースが限界に達
しているため、新たなスペースを
確保する必要がある。

●山間部に所在する史跡は大型
バスなどの進入が困難な場合が
多く、団体による利活用を促進す
るためのインフラ整備を進める
必要がある。

●関連文化財群を構成する文化
財については市民にも知られて

〇開発事業によらない埋蔵文化財の分布調査が
行えるような仕組みづくりを検討する。

○既存資料も含めて、遺跡や出土品を考古資料
としてさらに活用するため、外部の専門人材と
連携した調査・研究体制の確立を目指す。

○国史跡大室古墳群の管理及び整備のための長
期的な計画を立てる。

○文化財保存のための環境整備と担い手の人材
育成に加え、保存会に代わる新たな仕組みづく
りを検討していく。

○文化財の保存施設の充実や史跡へのアクセス
向上に取り組む。

○関連文化財について広く周知するための施策
を行うとともに、教材化等を通して学校教育で
も利活用できるようにする。

「
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措　置

●構成文化財には、現地で保存
されているものと博物館等に収
蔵されているものとがあるが、
双方をつなげるような取組が不
十分である。

●博物館の収蔵資料のなかには
調査が不十分なため、その価値
が定まっていないものが多くみ
られる。

●博物館や現地に存在する文化
財は人の目に触れる機会が少な
いため、その価値は地元住民に
さえあまり知られていない。

○現地で保存されている文化財と博物館に収蔵
されている資料をつなぎ、地域の自然の魅力を
高める取組を行う。

○収蔵資料や野外の構成文化財の調査を進め
る。

○構成文化財の魅力を広く周知する取組を行う。

○構成文化財の価値を知る人を育て、その人が
活動する場を設ける。

②「信濃国のはじまり」のはじまり

【関連文化財群】



目指す
べき将
来像

課題 方針 担当 事業内容 行政
文化財
所有者

住民
関係団体

有識者
専門家

事業者
新規
事業

前期（４年間） 後期（４年間） Ｒ６年度実施状況

（事業の実施期間）（取り組み主体）※担当欄の略（文＝文化財課、埋＝埋蔵文化財センター、宝＝真田宝物館、博＝博物館、まち＝まちづくり課、観光＝観光振興課、文芸＝文化芸術課）
課題・方針・措置対照表

措　置

【関連文化財群】

１ ・松代藩関係資料調査 宝 松代藩に関係する資料の調査・収集を進める。 ◎ 〇 〇

２ ・松代城下町文化財調査 宝 城下町に残る歴史的建物・庭園・祭礼等の調査を進める。 ◎ 〇 〇

３ ・流出した松代藩関係資料の収集 宝 流出した松代藩関係資料の収集・購入を進める。 ◎

４ ・外部研究機関との共同研究事業の推進 宝
多岐の分野にわたる松代藩関係資料を、必要に応じて外部研究機関と
協力しながら調査研究していく。

◎ 〇

５ ・真田宝物館展示室及び収蔵施設整備の検討【新】 宝
老朽化している真田宝物館の展示室と収蔵庫の整備の実施を検討す
る。

◎ 〇

６ ・松代城跡保存整備事業 文 国指定史跡、松代城跡の保存整備を行う。 ◎

７ ・旧横田家住宅の防災施設整備事業 文 重要文化財旧横田家住宅の防災施設の整備を行う。 ◎

８ ・登録文化財への登録推進支援 文
松代地区住民自治協議会が主体となって推進している、歴史的建造物
の国への登録申請の支援をする。

〇 ◎ 〇

９ ・歴史的まちなみ環境整備事業 まち 景観重要建造物への修景補助や無電柱化、道路の美装化を行う。 ◎

１０ ・伝統環境保存事業 文
伝統環境保存条例に基づき設定された伝統環境保存区域（表柴町・馬
場町・代官町・竹山町）の歴史的まちなみを保存するため、開発規制
や修景補助を行う。

◎ 〇 〇

１１ ・庭園の維持管理体制の検討【新】 文
松代に残る泉水・泉水路保存のための維持管理について、地元団体と
ともに検討していく。

◎ 〇 〇 ■

１２ ・文化財保存のための財源確保 文 文化財保存のための財源としてふるさと納税制度を活用する。 ◎

１３ ・松代藩関係資料購入基金創設の検討【新】 文・宝 松代藩関係資料の散逸防止を目的とした基金の創設を検討する。 ◎ ○ ■

１４ ・災害時の文化財レスキュー体制の検討【新】 文・宝
災害時に松代の歴史的建造物、歴史資料等を救出・保全するためのレ
スキュー体制の構築を検討する。

◎ 〇 〇 ■

１５ ・松代藩関係文化財の情報発信 宝
真田宝物館収蔵資料DBの公開及びメディアを利用した情報発信を行
う。

◎

１６ ・着地型文化観光コンテンツ開発支援 宝・観光
松代城下町ならではの文化体験ができる観光コンテンツを観光課や観
光協会と協力して開発する。

◎ ○ ○

１７ ・歴史的建造物活用事業の推進【新】 文・観光 歴史的建造物を活用した宿泊施設・商業施設等を促進させる。 ◎ ○ ○ ■

１８ ・教育機関と連携した普及啓発事業 文
教育機関と連携して、小中学校等を対象に松代城下町の歴史文化につ
いての出前講座や教材開発等を進め、学習機会を創出する。

○ ◎ ○ ○

１９ ・松代藩関係文化財の普及事業 宝
松代にある文化財保存の理解者・担い手育成を目的に、松代藩や真田
家に関する展示・WS等の教育普及事業を実施する。

◎

２０ ・文化財の担い手育成 宝
文化財の整理・調査及びガイドを行う文化財の担い手となるボラン
ティアや団体を育成する。

◎ ○ ○

２１
・建造物修理に必要な技術継承、人材育成支援
　【新】

文
歴史的建造物の修理に必要な技術の継承及び原材料の確保のための支
援を行う。

○ ◎ ○ ■

２２
・伝統工芸、伝統芸能の技術継承、後継者育成支
　援【新】

文・観光
松代焼といった伝統工芸や大門踊り・八橋流筝曲といった伝統芸能の
技術継承や後継者育成の支援を行う。

○ ◎ ◎ ■

１ ・善光寺関連資料の把握調査 博・文 善光寺関連仏教美術・文書等の現状把握調査を継続的に実施する。 ◎ 〇 〇

２ ・歴史的建造物、祭礼などの調査の推進 文・博
善光寺門前町にある歴史的建造物群や、そこで行われる祭礼の把握調
査を進める。

◎ 〇 〇

３ ・善光寺本堂の耐震、防災対策の検討支援 文
善光寺本堂の大修理に向けて、耐震・防災対策等を所有者とともに検
討する。

〇 ◎

４ ・防災訓練の実施 文
善光寺防災マニュアルに基づく定期的な訓練の実施及び、見直しを行
う。

〇 ◎ ◎

５ ・善光寺保存事業の実施支援 文
善光寺保存活用計画に基づき行われる所有者の保存事業に対し支援を
行う。

〇 ◎ 〇

６ ・善光寺関連施設修理の検討【新】 文
善光寺忠霊殿や大勧進収蔵庫等の修理について、所有者とともに検討
する。

〇 ◎ 〇 ■

７ ・建築基準法適用除外の検討【新】 文
歴史的建造物の保存活用、防災のため、建築基準法適用除外の検討を
行う。

◎ 〇 〇 ◎ ■

８ ・リノベーション支援 観光 古い建物を活用したリノベーションへの支援を行う。 〇 ◎

９ ・歴史的まちなみ環境整備事業 まち
景観重要建造物への修景補助や無電柱化、道路の美装化を通じて文化
財が建ち並ぶまちなみの景観を整備する。

◎ ◎

１０ ・文化財修理基金創設の検討【新】 文 文化財修理に要する費用を賄う基金等の創設を検討する 〇 ◎ ■

１１ ・門前まちあるきイベントの促進支援
文・まち
観光

善光寺門前町の魅力を伝えるまち歩きイベントの促進に協力・支援す
る。

〇 ◎

１２
・文化財を活用した観光コンテンツ開発支援
　【新】

文・観光
善光寺門前町に多数存在する文化財に触れ、善光寺の歴史文化を実感
してもらえるような観光コンテンツを関係各課や地元団体と連携して
開発していく。

〇 ◎ ◎ ■

１３ ・ガイドマップの更新及びガイド人材育成支援 文・観光
ガイド協会や地元の研究団体が行っているガイドマップの更新やガイ
ド人材育成を支援する。

〇 ◎ 〇

１４ ・教育機関と連携した普及啓発事業 文・博
地元の小中学校等を対象に善光寺門前町の歴史文化について出前講座
や教材開発等を通じて伝えていく。

◎ ○

１５ ・建造物修理の技術継承と後継者育成支援 まち
歴史的建造物の修理に必要な技術の継承及び継承者育成のための支援
を行う。

〇 ◎ ◎

●所有者、管理者の世代交代に
より収蔵資料の管理・現状把握
ができていない。

●歴史的建造物の調査が不足し
ており価値づけや保存活用の対
策がとられていない。

●善光寺関連資料の保管建物の
経年劣化が進んでおり、資料劣
化の可能性が高まっている。

●文化財の維持管理のための費
用が所有者にとって大きな負担
となっており、適正な維持管理が
できない文化財が見られる

●善光寺特有の歴史文化に対す
る調査が不足しており、魅力的な
情報発信ができていない。

●地域の歴史への理解を深め、
保存・活用を担う次世代の人材
育成が必須である。

〇善光寺及び関連寺院の収蔵資料の現状把握を
進める。

○善光寺及び門前町において歴史的建造物や特
有の歴史文化に対する継続的な調査を進める。

〇関連文化財の適正な管理により、資料劣化の
危険性を取り除くとともに、資料を価値づける
ための調査を行う。

○文化財の適正な管理が維持できるような施策
を実施あるいは検討する。

○善光寺及び門前町において、特有の歴史文化
の魅力的な情報発信を検討していく。

○教育機関と連携して、小中学生を対象とした
善光寺門前町の歴史文化に関する興味関心を高
める機会を創出すると共に、文化財の担い手と
なる技術者の育成支援等を検討する。

●市内外に伝わる松代や真田家
に関する資料調査及び城下町に
残る歴史文化の調査が不足して
いる。

●松代に残る文化財を総合的に
調査・収蔵・展示・教育普及する
ための拠点である真田宝物館の
老朽化により、既存収蔵資料の
保存に課題が生じているととも
に、収蔵スペースの確保も難しい
状況にある。

●地域のシンボルである松代城
跡について、整備が中途の状態
にとどまっており、歴史的な特徴
や魅力が分かりづらい。

●市所有文化財について、防災
等の対策が十分ではない。

●所有者の高齢化、地域コミュニ
ティの変化により、文化財の消失
が増加している。

●来訪者に魅力的な情報発信が
できていない。関連文化財群を
活かした歴史まちづくり、文化観
光を地域と共に推進する必要が
ある。

●若者世代において地域の歴史
文化に関する関心が低く、保存・
活用を担う人材が不足している。

〇松代城下町や真田家に関する資料の把握及び
調査を進める。

○関連文化財群の拠点施設となる真田宝物館の
設備や機能の充実化を図る。

○真田宝物館を中心とする関連文化財群の計画
的な保存整備や防災対策を検討する。

○松代城跡について、調査に基づく遺構の保存
整備と公開活用のための環境整備を進める。

○市所有文化財について、計画的な保存整備と
防災等の対策を進める。

○関連文化財群を活かした情報発信や着地型文
化観光推進をはかり、地域全体で保存活用の仕
組みづくりを進める。

○教育機関と連携して、次世代を対象とした地
域の歴史文化に対する興味関心を高める機会創
出と共に、文化財の担い手となる市民・団体の
育成、技術者の育成支援等を検討する。

⑤善光寺・門前町に息づく歴史文化と祭礼
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④松代城下町に伝わる武家文化



目指す
べき将
来像

課題 方針 担当 事業内容 行政
文化財
所有者

住民
関係団体

有識者
専門家

事業者
新規
事業

前期（４年間） 後期（４年間） Ｒ６年度実施状況

（事業の実施期間）（取り組み主体）※担当欄の略（文＝文化財課、埋＝埋蔵文化財センター、宝＝真田宝物館、博＝博物館、まち＝まちづくり課、観光＝観光振興課、文芸＝文化芸術課）
課題・方針・措置対照表

措　置

【関連文化財群】

１ ・戸隠竹細工調査の実施
文・博・
戸隠支所

戸隠に伝わる伝統工芸の歴史や技術の把握調査を行う。 ◎ ◎ 〇

２ ・戸隠山関連文書の把握調査 文・博 地域住民や有識者と協力して古文書の把握調査を進めていく。 〇 ◎ ○

３
・観光パンフレットの作成及びガイド人材育成支
　援

博・観光
戸隠の観光協会と連携して戸隠の歴史文化を伝える観光パンフレット
の作成やガイド人材の育成に努める。

◎ ◎ ○

４ ・文化観光コンテンツの開発を支援する【新】 観光・文
戸隠の観光協会と連携して戸隠の歴史文化を体験するコンテンツを開
発する。

○ ◎ ■

５ ・戸隠神社奥社社叢水路等の整備 文 奥社社叢の保存活用計画に基づいた整備事業を進める。 ○ ◎

６ ・伝統的建造物群防災対策事業の実施 文・消防
戸隠重要伝統的建造物群保存地区防災計画に基づいた防災対策事業を
実施する。

◎ 〇 〇

７ ・伝統的建造物群保存地区保存事業の推進 文
伝統的建造物群保存地区保存事業（建造物の修理・修景など）を進め
る。

◎ ○ ○

８
・伝統的建造物群の建築基準法適用除外の検討
　【新】

まち・文
伝統的建造物の保存と活用を促進するため、必要に応じて建築基準法
適用除外を検討する。

◎ ○ ○ ◎ ■

９ ・茅刈り事業の推進支援 文・まち
戸隠中社・宝光社地区まちづくり協議会が実施している伝統的建造物
群の屋根材調達（茅刈り）の取組を支援する。 ○ ◎

１０ ・古民家活用事業の支援 文・観光 空き家（古民家）を活用した宿泊施設等の整備を支援する。 ○ ◎

１１ ・戸隠竹細工技術継承事業の支援 戸隠支所
戸隠竹細工生産組合等による竹細工の技術継承と後継者育成事業を支
援する。 ◎ ◎ ○

１２ ・歴史的まちなみ環境整備事業 まち 景観重要建造物への修景補助や無電柱化、道路の美装化を行う。 ◎

１３ ・文化財保存のための財源確保
戸隠支所
文・まち

ふるさと納税制度による財源の確保を進める。 ◎

１ ・生産生業資料のコレクション化に向けての研究 博 生産生業資料のコレクション化のための研究を進める。 ◎ ○

２ ・生産生業資料をテーマとした展示公開事業 博 博物館展示で生産生業資料の公開を進める。 ◎

３ ・昔の暮らしを伝えるボランティアの育成 博 博物館昔体験ボランティアの育成を進める。 ◎ ○

４ ・鬼無里の屋台の魅力発信 博
鬼無里ふるさと資料館に収蔵する祭屋台の魅力を、当時の暮らし振り
と関わらせながらＳＮＳ等を通じて情報発信していく。

◎ ○

１ ・漁撈資料の調査と収集 博
博物館収蔵漁具類の補足調査及び収蔵漁具の補足的位置づけ資料の受
け入れを進める。

◎

２ ・漁撈資料の展示公開 博 博物館展示での漁撈資料の利活用を進める。 ◎

３ ・博物館収蔵設備整備【新】 博 博物館収蔵庫空調等の設備の整備を進める。 ◎ ■

４ ・文化財保全活動体制の整備 博
歴史資料ネットワーク等の外部組織との連携や、博物館の文化財保全
ボランティアとの協働による保全活動体制を整備する。

◎ ○ ○

１ ・行事・祭礼把握調査の実施【新】 文
市内の民俗行事・祭礼の現状把握調査を、地元の研究団体等と連携し
ながら行っていく。 ◎ ○ ○ ■

２ ・伝統芸能継承支援事業 文芸 伝統芸能団体の活動や用具の修理等に対し支援を行う。 ◎ ○

３ ・行事、祭礼の映像記録化事業 文 市内の行事・祭礼の映像記録化を進める。 ◎ ○ ○

４ ・行事、祭礼の情報発信【新】 文
記録した行事・祭礼の映像や、主要な民俗行事・祭りの祭礼日カレン
ダー等を作成し、Web上で公開する。

◎ ○ ○ ■

５ ・行事、祭礼の担い手育成支援【新】 文
地域で行事や祭礼の手順や技術を継承するための手引書等を作成する際に、記
録化した映像等を提供するなど、担い手育成を図る地域や団体の活動を支援す
る。

◎ ■

６ ・市域の特徴ある祭礼行事の情報発信【新】 文・観光 市内道祖神行事案内マップ等を作成する。 ◎ ○ ○ ■

⑥自然と信仰が紡ぐ戸隠の歴史文化

●戸隠山関連文書群など、未指
定文化財の把握、調査が進んで
いない。

●外部の専門人材等との連携を
深めていく必要がある。

●戸隠の歴史や文化を伝える文
化財を収蔵・展示するための施
設が不足している。

●文化財を巡るための案内標識
や、ガイド等の体制が整っていな
い。

●関連文化財群の計画的な保存
整備や防災対策が十分にできて
いない。

●関連文化財群を活かした歴史
まちづくり、文化観光を推進する
必要がある。

●関連文化財群を適正に管理し
ながら後世へ継承していくため
の方策が求められる。

〇未指定文化財の把握、調査を進める。

○外部の専門人材等との連携を積極的に進め
る。

○戸隠の歴史と文化を伝える文化財を収蔵・展
示する施設の整備を検討する。

○文化観光の推進に向けて、案内標識の設置や
ガイドの育成・体制づくりを進める。

○文化財の保存整備や防災対策を計画的に実施
する。

○歴史まちづくりの推進に向けて、住民や地域
団体との協働を進める。

○文化財の適正な管理が維持できるような施策
を実施あるいは検討する。

○中山間地域の収蔵施設に残る生産生業資料
を、博物館収蔵資料全体の中に位置づけて保
存・活用していく。

○中山間地の生産生業資料から当該地の当時の
人々の暮らし振りを伝える取組を進めていく。

●中山間地域の収蔵施設には当
該地の生産生業資料が、利用さ
れないまま保管されている。

●中山間地の生産生業資料は多
く残されているが、それを使用し
ていた当時の人たちの暮らし振
りについては、ほとんど知られて
いない。

⑧川と共に生きるー千曲川水系と暮らしー

●漁撈は行われなくなってから
時間がかなり経過しているため、
資料の収集が困難となっている。

●漁撈が行われなくなって久し
い現在において、これまで収集し
てきた漁撈資料は貴重な文化財
であるため、劣化させずに後世に
伝える必要がある。

●現在行っている水害をはじめ
とした被災文化財の保全を、市民
で持続的に行うための環境整備
が必要である。

○千曲川水系の漁労文化を後世に伝えるため
に、これまで収集されてきた資料についての追
調査を行う。

○収集した資料の劣化を防ぐため収蔵環境が常
に適正であるように収蔵設備を整備していく。

○市民と協働して被災文化財保全活動を進めて
いく。

⑨長野市に伝わる多様な祭礼・行事

●現在も行われている多様な祭
りや行事のうち、指定されている
もの以外については、現状を把
握していないものが多い。

●地域住民の認知が薄れ行事参
加の人数も少なくなってきてい
る祭りや行事が多くみられ、その
廃絶が危ぶまれる。

●市内の多様な祭りや行事につ
いて、その存在が広く周知されて
いない。

○文献調査等で得られた市内の民俗行事や祭礼
の現状を把握していく。

○伝承が危ぶまれている行事や技術の担い手育
成を支援すると同時に、記録映像を取ることで
保存していく。

○情報発信を強化しそれぞれの文化財の認知度
を高めていく。

○道祖神行事のように、市域の特徴ある民俗文
化財を積極的に情報発信していく。
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⑦里山の恵みを活かした暮らしと粉食


